
 

特別支援教室より 

２学期ももうすぐ折り返しになります。大きな行事を経験しながら、毎日があっという間に過ぎ

ていき、自分自身を振り返る時間を取るのが難しい時があるかもしれません。それでも今後の成長

のために、日々の積み重ねを大事にし、自分の良いところをたくさん発見し、日常生活で力や個性

を発揮できるように支援教室でサポートを続けていきます。    

 

お願い・お知らせ 

１１月初旬には、３学期の継続退級の意向確認のためのお知らせを配布いたします。また７、８

年生につきましては、次年度の指導延長意向調査（最終確認は１２月の在籍校の三者面談にて確認）

もさせていただきます。事前にご家庭でお子様と一緒に話し合っていただけますとより具体的な支

援に繋がります。なお、８年生につきましては、指導３年目となるため、延長希望の場合は校内委

員会等で協議、特別支援教育総合支援センターでの審査後に指導延長可否が決定いたしますのでご

希望に沿えない場合がありますことをあらかじめご了承ください。 

 

子どもとのかかわり方のポイント ～支援教室で大切にしていること～ 

生活の場面に応じて、意図的な声掛けや関わりをすることで子供の成長を促しています。 

◎次につながる叱り方 

何を叱っているのかがわかること、どうすればうまくいくかを伝えます。 「いけない」という

メッセージだけでなく、 「どうすればよかったか」まで、子どもにわかる言い方を心掛けます。 

◎効果的なほめ方 

 ①大人の感情を伝えるほめ方をします。 「ありがとう」「うれしいよ」 ②行動を言葉で伝えてほ

める。 ③方法をほめる。 ④変化をほめる。 ⑤結果だけでなく頑張りをほめる。 

当たり前のことも言葉にして認めています。上手くいったときにまずほめて、 次に、 「どうや

ったらできたの?」 と、子どもの言葉でフィードバックさせます。 望ましい行動の捉えなおしを

することで、 定着を図ります。 

◎具体的な指示を出す 

子どもは「暗黙の了解」 の理解が難しく、 どうしたらいいのか分からず混乱してしまう場面が

あります。わかりません。 何をしたらいいのか、どれくらいやればいいのか、具体的に 「ルール」

や「行動」を指示することで、子どもも安心して生活が送れると思います。 

 

 日々の生活のヒントにしていただければ幸いです。 


